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１．背景 

 東京電力福島第一原子力発電所事故後，

福島県では放射線被曝による健康被害が心

配されており，これに対応するため，現在，

震災時１８歳以下の福島県民に対し県民健

康調査「甲状腺検査」が行われている，そ

の一巡目の検査として行われた先行検査は，

甲状腺に対する放射線被曝の影響を受けな

いと考えられている期間内に行われた検査

であり，今後の甲状腺検査の結果を評価す

る上でベースラインとなるものと考えられ

ている。本論文においては，甲状腺検査の

先行検査のうち，事故後ほぼ３年以内であ

る 2013 年度までに実施された検査の結果

を集計し，甲状腺嚢胞と結節，および細胞

診にて悪性，悪性疑いとされた結節の性別

および年齢階級別特徴を解析した。 

 

２．方法 

 2011年 10月から 2014年 3月までに一次

検査を受けた対象者 294,905 名（男性：

144,830名，女性:146,075名，0-21歳）を

対象とし，性別および年齢階級別の各所見

発見率，最大径中央値等を解析した。 

 

 

 

３．結果 

 甲状腺嚢胞の発見率は男性 45.7%，女性

50.0%であり，わずかながら有意に女性の発

見率が高かった。年齢階級別では，10歳ま

では年齢に依存した増加傾向が認められ，

11-12 歳で最大となった（図１）。しかし，

13歳以上では減少傾向を認め，特に 3mm以

下の嚢胞の発見率の減少傾向が顕著であっ

たが，5.1mm以上の嚢胞の発見率は 13歳以

降も上昇傾向を認め，嚢胞の最大径の中央

値は年齢に比例した上昇傾向が認められた。

また，嚢胞のうち多発嚢胞が認められた割

合は男性で 89.3%，女性で 89.6%であり，こ

の割合は６歳までは上昇傾向が認められた

が，7歳以降はほぼ一定であった。 

図１ 甲状腺嚢胞の発見頻度（表２より作成） 
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 甲状腺結節の発見率は男性 1.0%，女性

1.7%であり，明らかな性差を認めた。また，

年齢階級別発見率の年齢依存的上昇傾向は，

女性において 10 歳以上，男性において 14

歳以上で認められ，性差は 10歳以上の年齢

層で顕著であった。結節が認められた受診

者のうち，多発結節が認められた割合は男

性で 13.0%，女性で 15.0%であり，7歳以上

では 10%以上でほぼ一定であった。 

  結節の最大径を 5.0mm 以下，5.1〜

10.0mm，10.1〜20.0mm，20.1mm以上に分け

た場合，10歳未満では 5.0mm以下の頻度が

最も頻度が高かったが，10 歳以上では 5.1

〜10.0mmの結節の頻度が最も高かった（図

２）。また，すべての群において，年齢依存

的な頻度の上昇が認められた。 

 

 二次検査の結果，112 名（男性：38 名，

女性：74名）に細胞診において悪性あるい

は悪性疑いとなった。また，男性では 13歳

以降，女性では 8 歳以降で年齢依存的な発

見率の上昇傾向が認められた。悪性または

悪性疑いの結節の最大径を 5.1〜10.0mm，

10.1〜20.0mm，20.1mm以上に分類し，男女

あわせた頻度を検討した結果， 10.1〜

20.0mm が 10 歳以上において最も頻度が高

かった（図３）。 

 

４．結論 

 本研究により，小児および若年者の甲状

腺嚢胞，結節，および甲状腺癌の疫学的特

徴が明らかとなった。これらの結果は今後

の甲状腺検査の結果解析の基礎となりえる

ものであるとともに，小児・若年者の結節

性病変の診療にも資するものと考えられる。 

 

 

図２ 甲状腺結節の発見頻度（表４より作成） 

図３ 甲状腺癌の発見頻度（表６より作成） 
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